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学 位 論 文 の 要 旨 

This paper focused on assistant language teacherｓ’(ALTs)subjective perspectives on their actual experiences under the Japan Exchange and 

Teaching(JET) Programme. Recently, the number of foreign workers in Japan has increased, including people in the education industry, like 

ALTs. Data were collected through a questionnaire completed by 59 Filipino and non-Filipino respondents, and 12 participants were chosen for 

an in-depth case study exploring their stories of successes and struggles in teaching in a country that is culturally and linguistically different 

from their own. The information from the survey and interviews were transcribed, and emerging themes were presented. analyzed, and interpreted 

through thematic analysis. The findings of this study reveal three results: Firstly, most of these teachers have had successes or positive 

experiences in their personal growth, career development, and interpersonal relationships. Secondly, these findings showed that they had 

struggles mainly due to an unfamiliar educational system and curriculum, cultural difference, relationship with colleagues, and language. Thirdly, 

differences between the experiences of Filipino and non-Filipino ALTs, particularly in acquiring new teaching materials and adjusting to Japanese 

culture, were seen as significant. This research aimed to interpret the participants’ stories of teaching in Japan and, the events, people, and 

situations that made an impact in their life abroad to gain a further understanding of their situation. Thus, several significant issues were discussed, 

along with implications for the JET Programme’s service development programs for ALTs and suggestions for further studies. 

 

論 文 審 査 結 果 の 要 旨                                      

 Shieba Mango-De Gula 氏より提出された博士学位請求論文

「Cross-National Case of ALTs in Japan」は外国語指導助手

（ALT）への統計調査および、インタビュー調査を手段として、

データを収集したうえ、ALT が日本で仕事するうえで直面する問

題について、異文化コミュニケーションの観点から分析したも

のである。日本で働くフィリピン人労働者に対するステレオタ

イプ化されたネガティブなイメージや、非西洋人であることが、

彼らの個人生活や仕事に影響を及ぼしているなかで、フィリピ

ン人英語教師がどのような経験をし、それについてどうのよう

に感じているのかを、非フィリピン人英語教師と比較し、明ら

かにすることにある。本論文は、JET プログラムだけではなく、

外国人労働者を雇用する日本の企業・機関に示唆を与える可能

性がある。 

 

論文の構成 

本論文は、158 ページ(目次および参考文献、Appendix を含む)

でまとめられており、論文は以下の通りの構成となっている。 

 

Chapter1 INTRODUCTION 

       Background of the Study 

       Purpose of the Study 

       Rationale of the Study 

       Research Questions 

       Theoretical Lens 

       Importance of the Study 

       Delimitation and Limitation of the study 

Chapter2 LITERATURE REVIEW 

       Teaching English Abroad 

               Rewards of Teaching Abroad 

               Challenges of Teaching Abroad 

       Role of English in the Japanese Settings 

               History of English Education in Japan 

               JET Programme:Assistant Language  

Teachers(ALTs) 

               Struggles of JET ALTs in Japan 

       Role of English in the Phiippines 

               History of English Education in  

the Philippines 

               Struggles of Filipino ALTs in Japan 

       NativeV.Non-native Teachers 

       Summary 

       Null Hypotheses 

Chapter3 RESEARCH METHODOLOGY 

       Research Design 

       Research Participants 

       Data Sources 

       Data Collection 

       Data Analysis 

Statistical Treatment 

Chapter4 RESULTS 

       Profile of the Respondents 

               Respondents according to Age and Gender 

         Respondents grouped as Filipino and Non-Filipino 

               Respondents by Prefecture 
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               Reasons for Entry in the JET Programme 

       Quantitative Result of the Successes 

Overall Successes of Filipino and Non-Filipino 

ALTs 

       Quantitative Result of the Struggles 

       Overall Struggles of Filipino and Non-Filipino  

ALTs 

       Comparison of Successes 

       Overall Difference of Successes between ALTs 

       Comparison of Struggles 

       Overall Difference of Struggles between ALTs 

In-Depth Case Studies of Filopino and Non-Filipino  

ALTs 

       Cross Case Analysis 

Chapter5 DISCUSSION 

       Findings 1:Successes of ALTs in Japan 

       Findings 2:Struggles in ALTS in Japan 

       Findings 3:Significant Differnces between Filipino 

                  and non-Filipino ALTs 

       Implications to Improve the Situation of ALT 

       Recommendations for Future Research 

       Concluding Remarks 

REFERENCES 

APPENDIX A. In-depth Interview Guide Questions 

APPENDIX B. Distribution of Respondents’of Demogrphic 

Profile 

APPENDIX C. Keys to Improving ALTs＆JTEs Relations 

APPENDIX D. Eligibility Criteria for the 2020-2021 JET 

            Programme 

        

論文の概要 

 本学位請求論文では、JET（Japan Exchange and Teaching）

プログラムの下での外国語指導助手（ALT）の主観的な実体験に

焦点を当てた分析がなされている。本論文において、執筆者は、

フィリピン人と非フィリピン人の ALT59 名に対して、アンケー

ト調査を実施してデータを収集した。さらに、その中から 12 名

の調査対象者を抽出し、文化的・言語的に異なる日本での ALT と

しての経験を特に、成功体験や職場や日常生活で直面した困難

について掘り下げ、詳細なケーススタディを行った。統計調査

（量的調査）とインタビュー（質的調査）から得られた情報をテ

ーマ別に分析・解釈したものである。 

 論文の第 1 章では、論文の目的が示されている。本論文の研

究対象として、ALT に焦点を当て、特に、フィリピン人と非フィ

リピン人に焦点を当て、日本での ALT の生活体験を記述するこ

とで、彼らが異文化でどのような問題に直面するのかについて

明らかにするものである。 

 フィリピン人 ALT と非フィリピン人 ALT が日本で経験したこ

との類似点を比較するために、質的、量的調査の必要性が述べ

られている。特に、フィリピン人が英語を教える「非西洋人」と

しての差別や偏見のまなざしが向けられる場合、非フィリピン

人 ALT と比較して、それがフィリピン人教師の現在の仕事に影

響を与えているかどうかを知ることも目的とされている。 

 第 2 章では日本の英語教育の歴史的背景を見ながら、日本の

環境における英語の役割と、教育手法について、海外の事例と

比較しながら先行研究が紹介されている。特に、日本における

JET プログラムの問題点として、アメリカ人の ALT への調査を

行った Komisarof(2001)の意見を参考にした。さらに、多くの指

導助手が直面する困難として、日本の英語教育システムに問題

があると Turnbull(2018)の論を紹介している。Turnbull(2018)

は、ALT の日本での JET プログラムに対する内省的な研究とし

て、ALTの目的意識や価値観を調査した。Turnbull(2018)の調査

結果から、ALT は英語教育に対して貢献したいと感じていたにも

かかわらず、文法中心の教授法が支配しており、よりコミュニ

カティブな教授法を実践する機会が少ないと感じていたことが

明らかににした。執筆者は、文法中心の大学入試に向けた準備

のために授業が設計されている教育システムに問題ががあると

いう点に着目した。この指導法に対する考え方の相違が、結果

として、ALT と日本人英語教師との教育観のズレを生じさせてい

ることについて、インタビューを通じて筆者は明らかにしてい

く。 

 第3では量的調査および質的調査のための前提が提示される。

この質的調査では、調査対象者を東京都、島根県、兵庫県、北海

道、埼玉県、石川県、広島県、群馬県、長野県、静岡県、福井県、

岐阜県、山口県の各県で雇用されている ALT59 名とした。また、

調査対象者の出身国もフィリピン人以外のALTについては、様々

な文化的背景を持つアメリカ、イギリス、オーストラリア、カナ

ダ、ニュージーランド、南アフリカなどと多岐にわたる調査協

力者からデータを収集することができている。量的調査として、

日本におけるフィリピン人 ALT と非フィリピン人 ALT の成功と

苦戦の差の結果を決定するためにカイ二乗検定を用いた。また、

インタビュー項目についての検討を行っている。 

 第 4 章では、日本での ALT の「成功」に関する定量的な結果

が示されている。定量的な結果から、1.フィリピン人教師と非

フィリピン人教師の日本での成功には、世界的な能力、新しい

指導法や教授法、様々な授業の知識、生徒との連携能力、英語と

日本語の語学力、友人の獲得などの点で、フィリピン人と非フ

ィリピン人の間に有意差はない、2.フィリピン人 ALT の日本で

の成功には、フィリピン人と非フィリピン人の間に有意差はな

い。また、困難に直面する要素として、日本の文化に適応するこ

とができるかどうかについて、フィリピン人 ALT と非フィリピ

ン人 ALTの間に有意義な差があることを示している。 

 そして、こうした定量的な調査を元に、具体的にインタビュ

ーを行うことで数値化されていない部分を掘りさげている。 

今回のケーススタディでは、ほとんどの参加者（74％）が母国

の小学校や高校で教職経験を積んだ後、外国語指導助手として

来日していることがわかった。ALTの教職経験の不足を示す大谷

（2010）のデータとは対照的に、7 割以上の回答者の 2～3 年の

教職経験を有しているため、先行研究の不備を指摘できている。

また、ALT の多くは、日本の教室では講義形式のテスト中心の授

業が多く、教科書を多用するために学生の受け身になってしま

うのとは異なり、ディスカッションやディベート、プレゼンテ

ーションなど、学生中心のアプローチが採用されている母国の

授業文化を好んでいることが示されている。 

第 5 章では、定量的データと定性的データの結果から詳細な

テーマ別分析を行っている。まず、JET プログラムの下での ALT

の成功と苦労を記述することで、ALT の生の声を捉えることを目

指した。「成功」とは、「日本で教職に就いている間に得られた

報酬や利益、JETキャリア中やキャリア後に自分たちの望む将来

設計や計画された目標の達成」と定義している。第二に、ALT の

課題や苦労を列挙した。「苦労」とは、「主に家庭の事情、教育




